
　

「
づ
し
で
ら
延
命
寺
」

　

「
づ
し
で
ら
延
命
寺
」

「
逗
子
大
師
」
と
し
て
知
ら

「
逗
子
大
師
」
と
し
て
知
ら

れ
る
延
命
寺
は
、
奈
良
時
代

れ
る
延
命
寺
は
、
奈
良
時
代

行
基
さ
ま
が
奈
良
の
大
仏

行
基
さ
ま
が
奈
良
の
大
仏

（
東
大
寺
）
造
立
の
折
、
当

（
東
大
寺
）
造
立
の
折
、
当

地
に
立
ち
寄
り
地
蔵
菩
薩
を

地
に
立
ち
寄
り
地
蔵
菩
薩
を

安
置
し
厨
子
を
設
け
ら
れ
、

安
置
し
厨
子
を
設
け
ら
れ
、

以
来
多
く
の
信
仰
を
あ
つ

以
来
多
く
の
信
仰
を
あ
つ

め
、
い
つ
し
か
こ
の
地
を

め
、
い
つ
し
か
こ
の
地
を

「
厨
子
」
と
よ
び
、
や
が
て

「
厨
子
」
と
よ
び
、
や
が
て

「
逗
子
」の
地
名
の
起
源
と
な

「
逗
子
」の
地
名
の
起
源
と
な

っ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

っ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

と
こ
ろ
で
行
基
さ
ま
と
い

　

と
こ
ろ
で
行
基
さ
ま
と
い

え
ば
、
布
教
の
み
な
ら
ず
民

え
ば
、
布
教
の
み
な
ら
ず
民

衆
や
豪
族
な
ど
階
層
を
問
わ

衆
や
豪
族
な
ど
階
層
を
問
わ

ず
困
窮
者
の
た
め
の

ず
困
窮
者
の
た
め
の
布ふ

施せ

屋や

と
い
う
旅
人
の
一
時
救
護
、

と
い
う
旅
人
の
一
時
救
護
、

宿
泊
施
設
を
設
立
。
ま
た
灌

宿
泊
施
設
を
設
立
。
ま
た
灌

漑
事
業
な
ど
成
し
た
こ
と
か

漑
事
業
な
ど
成
し
た
こ
と
か

ら
文
殊
菩
薩
の
化
身
で
あ
る

ら
文
殊
菩
薩
の
化
身
で
あ
る

と
人
々
か
ら
行
基
菩
薩
と
呼

と
人
々
か
ら
行
基
菩
薩
と
呼

ば
れ
ま
し
た
。
い
つ
の
時
代

ば
れ
ま
し
た
。
い
つ
の
時
代

も
ヒ
ー
ロ
ー
は
庶
民
の
味
方

も
ヒ
ー
ロ
ー
は
庶
民
の
味
方

な
の
で
す
ね
。

な
の
で
す
ね
。

　

さ
て
、
そ
ん
な

　

さ
て
、
そ
ん
な

由
緒
あ
る
延
命
寺

由
緒
あ
る
延
命
寺

さ
ま
で
す
が
、
今

さ
ま
で
す
が
、
今

回
の
御
仏
は

回
の
御
仏
は
愛あ

い
あ
い

染ぜ
ん
ぜ
ん

明み
ょ
う

み
ょ
う

王お
う
お
う

坐
像
。
真

坐
像
。
真

紅
の
お
姿
で
一
面

紅
の
お
姿
で
一
面

三
目
六
臂
、
猛
々

三
目
六
臂
、
猛
々

し
く
睨
み
を
き
か

し
く
睨
み
を
き
か

せ
、
人
間
の
断
ち

せ
、
人
間
の
断
ち

難
い
愛
欲
、
欲
望
や
狂
っ
た

難
い
愛
欲
、
欲
望
や
狂
っ
た

愛
情
を
断
ち
切
る
の
で
す
。

愛
情
を
断
ち
切
る
の
で
す
。

そ
の
険
し
い
表
情
は
あ
た
か

そ
の
険
し
い
表
情
は
あ
た
か

も
親
が
子
を
育
て
、
時
に
わ

も
親
が
子
を
育
て
、
時
に
わ

が
子
を
本
気
に
な
っ
て
叱
る

が
子
を
本
気
に
な
っ
て
叱
る

よ
う
で
す
。
子
の
安
全
を
願

よ
う
で
す
。
子
の
安
全
を
願

う
本
気
の
姿
、
必
死
の
形
相

う
本
気
の
姿
、
必
死
の
形
相

が
ま
さ
に
愛
染
明
王
の
憤
怒

が
ま
さ
に
愛
染
明
王
の
憤
怒

の
形
相
な
の
で
し
ょ
う
。

の
形
相
な
の
で
し
ょ
う
。

　

そ
ん
な
「
愛
で
染
め
る
」

　

そ
ん
な
「
愛
で
染
め
る
」

愛
染
明
王
は
古
来
、
サ
ン
ス

愛
染
明
王
は
古
来
、
サ
ン
ス

ク
リ
ッ
ト
語
で
「
ラ
ー
ガ
・

ク
リ
ッ
ト
語
で
「
ラ
ー
ガ
・

ラ
ー
ジ
ャ
」
と
い
い
、
意
味

ラ
ー
ジ
ャ
」
と
い
い
、
意
味

は
「
愛
欲
の
王
」
だ
と
い
う

は
「
愛
欲
の
王
」
だ
と
い
う

の
で
す
。
人
間
の
最
も
断
ち

の
で
す
。
人
間
の
最
も
断
ち

難
い
煩
悩
、
そ
れ
を
打
ち
消

難
い
煩
悩
、
そ
れ
を
打
ち
消

そ
う
と
修
行
に
入
る
の
で
す

そ
う
と
修
行
に
入
る
の
で
す

が
、
な
か
な
か
ど
う
し
て
煩

が
、
な
か
な
か
ど
う
し
て
煩

悩
を
滅
す
る
こ
と
は
難
く
、

悩
を
滅
す
る
こ
と
は
難
く
、

人
は
苦
し
み
を
受
け
入
れ
て

人
は
苦
し
み
を
受
け
入
れ
て

ゆ
か
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

ゆ
か
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

「

　

「
煩ぼ

ん
ぼ
ん

悩の
う
の
う

即そ
く
そ
く

菩ぼ

提だ
い
だ
い

」
。
煩
悩

」
。
煩
悩

は
自
身
で
向
き
合
っ
て
ゆ

は
自
身
で
向
き
合
っ
て
ゆ

け
、
徹
底
的
に
向
き
合
っ
て

け
、
徹
底
的
に
向
き
合
っ
て

ゆ
け
。
そ
ん
な
愛
染
明
王
の

ゆ
け
。
そ
ん
な
愛
染
明
王
の

怒
号
が
聴
こ
え
て
く
る
よ
う

怒
号
が
聴
こ
え
て
く
る
よ
う

で
す
。

で
す
。

　

寄
木
造
、
玉
眼
、
彩
色
。

　

寄
木
造
、
玉
眼
、
彩
色
。

像
高
像
高
3434
・
１
㎝
、
江
戸
時

・
１
㎝
、
江
戸
時

代
。
代
。

　

▼

　

▼
御
鎮
座
記
念
祭

御
鎮
座
記
念
祭　

1616
日

1010
時
、
鶴
岡
八
幡
宮
。

時
、
鶴
岡
八
幡
宮
。
1717

時
、
神
楽
奉
納
。

時
、
神
楽
奉
納
。

　

▼

　

▼
歳
の
市

歳
の
市　

1818
日
1010
〜
2020

時
頃
、
長
谷
寺
参
道
。
だ
る

時
頃
、
長
谷
寺
参
道
。
だ
る

ま
や
熊
手
の
縁
起
物
、
し
め

ま
や
熊
手
の
縁
起
物
、
し
め

飾
り
な
ど
の
露
店
が
並
ぶ
。

飾
り
な
ど
の
露
店
が
並
ぶ
。

1616
時
半
〜
拝
観
無
料
。

時
半
〜
拝
観
無
料
。

　

▼

　

▼
大
祓
・
古
神
礼
焼
納
祭

大
祓
・
古
神
礼
焼
納
祭

3131
日
鶴
岡
八
幡
宮
。

日
鶴
岡
八
幡
宮
。

大
祓　
大
祓　

1111
・
1313
・
1515
時
。
時
。

古
神
礼
焼
納
祭

古
神
礼
焼
納
祭
1616
時
。
時
。

　

▼

　

▼
除
夜
祭

除
夜
祭　

3131
日
1717
時
、
時
、

鶴
岡
八
幡
宮
。

鶴
岡
八
幡
宮
。

　

▼

　

▼
除
夜
の
鐘
の
つ
け
る
寺

除
夜
の
鐘
の
つ
け
る
寺

円
覚
寺
内
正
続
院
、
建
長

円
覚
寺
内
正
続
院
、
建
長

寺
、大
船
観
音
寺
、
光
明
寺
、

寺
、大
船
観
音
寺
、
光
明
寺
、

浄
光
明
寺
、
青
蓮
寺
、
瑞
泉

浄
光
明
寺
、
青
蓮
寺
、
瑞
泉

寺
、
東
慶
寺
、長
谷
寺
、本
覚

寺
、
東
慶
寺
、長
谷
寺
、本
覚

寺
、
杉
本
寺
、満
福
寺
、妙
本

寺
、
杉
本
寺
、満
福
寺
、妙
本

寺
、
薬
王
寺
、龍
宝
寺
、浄
智

寺
、
薬
王
寺
、龍
宝
寺
、浄
智

寺
な
ど
。（
詳
細
は
各
寺
へ
）

寺
な
ど
。（
詳
細
は
各
寺
へ
）

　

祖
先
の
霊
を
祀
る

　

祖
先
の
霊
を
祀
る

お
盆
、
収
穫
祭
、
年

お
盆
、
収
穫
祭
、
年

神
を
迎
え
る
大
晦

神
を
迎
え
る
大
晦

日
、
悪
霊
を
祓
う
節

日
、
悪
霊
を
祓
う
節

分
。
古
来
か
ら
の
風

分
。
古
来
か
ら
の
風

習
に
加
え
て
、
近
年
で
は
ハ

習
に
加
え
て
、
近
年
で
は
ハ

ロ
ウ
ィ
ン
が
目
立
つ
よ
う
に

ロ
ウ
ィ
ン
が
目
立
つ
よ
う
に

な
り
ま
し
た
▼
渋
谷
な
ど
で

な
り
ま
し
た
▼
渋
谷
な
ど
で

は
欧
米
社
会
の
ハ
ロ
ウ
ィ
ン

は
欧
米
社
会
の
ハ
ロ
ウ
ィ
ン

と
は
少
し
異
な
る
盛
り
上
が

と
は
少
し
異
な
る
盛
り
上
が

り
を
み
せ
て
い
る
よ
う
で
、

り
を
み
せ
て
い
る
よ
う
で
、

大
人
た
ち
が
仮
装
を
し
て
深

大
人
た
ち
が
仮
装
を
し
て
深

夜
に
徘
徊
す
る
た
め
に
、
規

夜
に
徘
徊
す
る
た
め
に
、
規

制
や
注
意
喚
起
が
促
さ
れ
る

制
や
注
意
喚
起
が
促
さ
れ
る

ほ
ど
の
熱
量
が
あ
る
よ
う
で

ほ
ど
の
熱
量
が
あ
る
よ
う
で

す
▼
今
月
は
ク
リ
ス
マ
ス
も

す
▼
今
月
は
ク
リ
ス
マ
ス
も

控
え
て
い
る
な
ど
、
様
々
な

控
え
て
い
る
な
ど
、
様
々
な

宗
派
が
共
存
で
き
る
の
は
素

宗
派
が
共
存
で
き
る
の
は
素

晴
ら
し
い
で
す
▼
そ
こ
に
日

晴
ら
し
い
で
す
▼
そ
こ
に
日

本
古
来
の
行
事
や
風
習
を
改

本
古
来
の
行
事
や
風
習
を
改

め
て
見
直
し
、
丁
寧
に
継
承

め
て
見
直
し
、
丁
寧
に
継
承

す
る
こ
と
を
鎌
倉
か
ら
再
発

す
る
こ
と
を
鎌
倉
か
ら
再
発

信
を
し
て
い
く
こ
と
が
実
現

信
を
し
て
い
く
こ
と
が
実
現

で
き
た
ら
、
さ
ら
に
素
敵
な

で
き
た
ら
、
さ
ら
に
素
敵
な

こ
と
だ
と
感
じ
る
と
同
時

こ
と
だ
と
感
じ
る
と
同
時

に
、
鎌
倉
に
は
そ
れ
を
実
現

に
、
鎌
倉
に
は
そ
れ
を
実
現

で
き
る
要
素
が
揃
っ
て
い
る

で
き
る
要
素
が
揃
っ
て
い
る

と
思
う
の
で
す
。

と
思
う
の
で
す
。 

（
Ｎ
）

（
Ｎ
）

　

第

　

第
7171
回
男
子
神
奈
川
県
高

回
男
子
神
奈
川
県
高

校
駅
伝
競
走
大
会
が

校
駅
伝
競
走
大
会
が
1111
月
４
月
４

日
山
北
町
の
丹
沢
湖
周
回
コ

日
山
北
町
の
丹
沢
湖
周
回
コ

ー
ス
の
７
区
間

ー
ス
の
７
区
間
4242
・
１
９
５

・
１
９
５

㌔
で
行
わ
れ
、
鎌
倉
学
園
が

㌔
で
行
わ
れ
、
鎌
倉
学
園
が

２
時
間
９
分

２
時
間
９
分
4949
秒
で
初
優
勝

秒
で
初
優
勝

し
た
。

し
た
。
1212
月
2323
日
に
京
都
で

日
に
京
都
で

行
わ
れ
る
全
国
大
会
に
出
場

行
わ
れ
る
全
国
大
会
に
出
場

す
る
。

す
る
。

　

鎌
学
は
過
去

　

鎌
学
は
過
去
7070
回
の
大
会

回
の
大
会

に
出
場
し
、
準
優
勝
は

に
出
場
し
、
準
優
勝
は
1313
回

し
て
い
る
が
、
優
勝
は
初
め

し
て
い
る
が
、
優
勝
は
初
め

て
で
喜
び
も
ひ
と
し
お
。

て
で
喜
び
も
ひ
と
し
お
。

　

主
将
の
３
年
河
﨑
元
紀
く

　

主
将
の
３
年
河
﨑
元
紀
く

ん
は
け
が
で
欠
場
し
て
い
た

ん
は
け
が
で
欠
場
し
て
い
た

が
、「
法
政
二
高
や
藤
沢
翔

が
、「
法
政
二
高
や
藤
沢
翔

陵
が
強
か
っ
た
が
、
１
区
の

陵
が
強
か
っ
た
が
、
１
区
の

児
玉
（
２
年
）の
走
り
が
良

児
玉
（
２
年
）の
走
り
が
良

く
て
勢
い
に
乗
っ
た
」
と
話

く
て
勢
い
に
乗
っ
た
」
と
話

す
。
７
区
吉
村
颯
斗
く
ん

す
。
７
区
吉
村
颯
斗
く
ん

（
３
年
）
は
区
間
新
を
記
録

（
３
年
）
は
区
間
新
を
記
録

し
た
。

し
た
。

　

同
校
の
陸
上
部
は
１
９
７

　

同
校
の
陸
上
部
は
１
９
７

８
年
（
昭
和

８
年
（
昭
和
5353
）
、
箱
根
駅

）
、
箱
根
駅

伝
４
位
入
賞
の
実

伝
４
位
入
賞
の
実

績
を
持
つ
日
本
大

績
を
持
つ
日
本
大

学
陸
上
部
で
経
験

学
陸
上
部
で
経
験

を
積
ん
だ
保
田
進

を
積
ん
だ
保
田
進

教
諭
（

教
諭
（
6363
）
が
創

）
が
創

部
＝
４
面
「
ひ

＝
４
面
「
ひ

と
」
欄
で
紹
介

と
」
欄
で
紹
介
。

部
員
２
人
で
ス
タ

部
員
２
人
で
ス
タ

ー
ト
し
、
初
回
の

ー
ト
し
、
初
回
の

駅
伝
で
は

駅
伝
で
は
6060
位
ぐ
位
ぐ

ら
い
だ
っ
た
と
い

ら
い
だ
っ
た
と
い

う
。
う
。

　

現
在
の
部
員
は

　

現
在
の
部
員
は

1313
人
。
７
区
を
走
る
に
は
代

人
。
７
区
を
走
る
に
は
代

走
者
が
足
り
な
い
の
で
Ｏ
Ｂ

走
者
が
足
り
な
い
の
で
Ｏ
Ｂ

が
補
欠
の
選
手
登
録
を
し
て

が
補
欠
の
選
手
登
録
を
し
て

い
る
。

い
る
。

　

練
習
は
週
５
回
。
建
長
寺

　

練
習
は
週
５
回
。
建
長
寺

の
裏
山
に
あ
る
第
２
グ
ラ
ウ

の
裏
山
に
あ
る
第
２
グ
ラ
ウ

ン
ド
の
周
り
を
走
れ
る
よ
う

ン
ド
の
周
り
を
走
れ
る
よ
う

に
整
備
し
、
外
周
約
３
０
０

に
整
備
し
、
外
周
約
３
０
０

㍍
の
コ
ー
ス
を
回
り
、
１
㌔

㍍
の
コ
ー
ス
を
回
り
、
１
㌔

を
３
分
５
秒
ほ
ど
の
ペ
ー
ス

を
３
分
５
秒
ほ
ど
の
ペ
ー
ス

で
走
る
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
と
、

で
走
る
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
と
、

朝
練
で
起
伏
の
あ
る
と
こ
ろ

朝
練
で
起
伏
の
あ
る
と
こ
ろ

を
走
り
、
脚
力
の
強
化
を
は

を
走
り
、
脚
力
の
強
化
を
は

か
っ
て
い
る
。「
練
習
時
間

か
っ
て
い
る
。「
練
習
時
間

が
短
い
中
で
合
理
的
に
練
習

が
短
い
中
で
合
理
的
に
練
習

で
き
る
よ
う
に
、
個
人
に
合

で
き
る
よ
う
に
、
個
人
に
合

わ
せ
た
練
習
を
し
て
い
る
」

わ
せ
た
練
習
を
し
て
い
る
」

と
保
田
監
督
。
練
習
前
の
コ

と
保
田
監
督
。
練
習
前
の
コ

ー
ス
の
整
備
や
ラ
イ
ン
引
き

ー
ス
の
整
備
や
ラ
イ
ン
引
き

な
ど
も
監
督
が
受
け
持
つ
。

な
ど
も
監
督
が
受
け
持
つ
。

　

県
大
会
で
１
区
を
走
っ
た

　

県
大
会
で
１
区
を
走
っ
た

児
玉
真
輝
く
ん
は
高
校
男
子

児
玉
真
輝
く
ん
は
高
校
男
子

国
内
ラ
ン
キ
ン
グ
で
日
本
人

国
内
ラ
ン
キ
ン
グ
で
日
本
人

で
は
１
位
の
記
録
を
持
ち
、

で
は
１
位
の
記
録
を
持
ち
、

来
年
１
月
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
都
道
府

来
年
１
月
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
都
道
府

県
対
抗
駅
伝
に
鎌
学
か

県
対
抗
駅
伝
に
鎌
学
か

ら
児
玉
・
力
石
・
鈴
木

ら
児
玉
・
力
石
・
鈴
木

の
３
選
手
が
出
場
す

の
３
選
手
が
出
場
す

る
。
る
。

　

保
田
監
督
は
「
全
国

　

保
田
監
督
は
「
全
国

大
会
の
コ
ー
ス
は
今
回

大
会
の
コ
ー
ス
は
今
回

よ
り
起
伏
が
緩
や
か
で

よ
り
起
伏
が
緩
や
か
で

楽
な
よ
う
だ
。
入
賞

楽
な
よ
う
だ
。
入
賞

め
ざ
し
て
が
ん
ば
り
た

め
ざ
し
て
が
ん
ば
り
た

い
」
と
話
し
て
い
る
。

い
」
と
話
し
て
い
る
。

　

鎌
学
で
は
日
本
大

　

鎌
学
で
は
日
本
大

学
陸
上
部
な
ど
か
ら
贈
ら
れ

学
陸
上
部
な
ど
か
ら
贈
ら
れ

た
お
祝
い
の
花
が
玄
関
を
彩

た
お
祝
い
の
花
が
玄
関
を
彩

り
、
Ｏ
Ｂ
の
松
尾
崇
鎌
倉
市

り
、
Ｏ
Ｂ
の
松
尾
崇
鎌
倉
市

長
や
歌
手
の
桑
田
佳
祐
、
堺

長
や
歌
手
の
桑
田
佳
祐
、
堺

正
章
ら
の
お
祝
い
の
メ
ッ
セ

正
章
ら
の
お
祝
い
の
メ
ッ
セ

ー
ジ
が
届
い
て
い
た
。

ー
ジ
が
届
い
て
い
た
。

　

北
鎌
倉
の
観
光
を
楽
し
む

　

北
鎌
倉
の
観
光
を
楽
し
む

英
語
版
地
図
〝
エ
ン
ジ
ョ
イ

英
語
版
地
図
〝
エ
ン
ジ
ョ
イ

・
キ
タ
カ
マ
ク
ラ
マ
ッ
プ
〞

・
キ
タ
カ
マ
ク
ラ
マ
ッ
プ
〞

（
北
鎌
倉
名
刹
マ
ッ
プ
）
が

（
北
鎌
倉
名
刹
マ
ッ
プ
）
が

完
成
し
、
無
料
で
配
布
さ
れ

完
成
し
、
無
料
で
配
布
さ
れ

て
い
る

て
い
る
＝
写
真

＝
写
真
。

　

北
鎌
倉
駅
周
辺
の
飲
食
店

　

北
鎌
倉
駅
周
辺
の
飲
食
店

や
日
用
品
・
雑
貨
店
、
ギ
ャ

や
日
用
品
・
雑
貨
店
、
ギ
ャ

ラ
リ
ー
な
ど

ラ
リ
ー
な
ど
2323
店
舗
で
構
成

店
舗
で
構
成

し
て
い
る
「
北
鎌
倉
の
商

し
て
い
る
「
北
鎌
倉
の
商

観
光
を
考
え
る
会
」（
世
話

観
光
を
考
え
る
会
」（
世
話

人
代
表
・
藤
川
譲
治
さ
ん
）

人
代
表
・
藤
川
譲
治
さ
ん
）

が
作
成
し
た
も
の
で
、
建
長

が
作
成
し
た
も
の
で
、
建
長

寺
、
円
覚
寺
な
ど
地
域
の
８

寺
、
円
覚
寺
な
ど
地
域
の
８

カ
寺
と
会
員

カ
寺
と
会
員
2323
店

舗
の
紹
介
と
場
所

舗
の
紹
介
と
場
所

を
示
す
地
図
が
載

を
示
す
地
図
が
載

っ
て
い
る
。

っ
て
い
る
。

　

お
み
く
じ
や
絵

　

お
み
く
じ
や
絵

馬
、
神
社
と
寺
の

馬
、
神
社
と
寺
の

区
別
、
参
拝
の
し

区
別
、
参
拝
の
し

か
た
な
ど
の
解
説

か
た
な
ど
の
解
説

も
あ
り
、
拝
観
の

も
あ
り
、
拝
観
の

手
引
き
に
も
な

手
引
き
に
も
な

る
。
る
。

　

同
会
は
１
９
８
９
年
４
月

　

同
会
は
１
９
８
９
年
４
月

の
発
足
以
来

の
発
足
以
来
3030
年
に
渡
り
年

年
に
渡
り
年

２
回
、
北
鎌
倉
の
地
図
を
日

２
回
、
北
鎌
倉
の
地
図
を
日

本
語
で
発
行
し
て
き
た
。
ラ

本
語
で
発
行
し
て
き
た
。
ラ

グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
、

グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
、

東
京
五
輪
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

東
京
五
輪
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
を
見
据
え
、
増
加
す
る
外

ク
を
見
据
え
、
増
加
す
る
外

国
人
観
光
客
に
北
鎌
倉
の
魅

国
人
観
光
客
に
北
鎌
倉
の
魅

力
に
触
れ
て
も
ら
お
う
と
今

力
に
触
れ
て
も
ら
お
う
と
今

回
初
め
て
英
語
版
３
万
部
を

回
初
め
て
英
語
版
３
万
部
を

発
行
し
、
北
鎌
倉
の
駅
や
寺

発
行
し
、
北
鎌
倉
の
駅
や
寺

院
、会
員
店
舗
、都
内
の
ホ
テ

院
、会
員
店
舗
、都
内
の
ホ
テ

ル
な
ど
で
配
布
し
て
い
る
。

ル
な
ど
で
配
布
し
て
い
る
。

　

藤
川
さ
ん
は
「
あ
る
じ
の

　

藤
川
さ
ん
は
「
あ
る
じ
の

顔
の
見
え
る
会
員
の
店
に
親

顔
の
見
え
る
会
員
の
店
に
親

し
ん
で
も
ら
い
、
地
域
の
振

し
ん
で
も
ら
い
、
地
域
の
振

興
、
活
性
化
に
繋
げ
た
い
」

興
、
活
性
化
に
繋
げ
た
い
」

と
期
待
を
膨
ら
ま
せ
て
い

と
期
待
を
膨
ら
ま
せ
て
い

る
。
る
。

鎌
倉
学
園
陸
上
部
と
保
田
進
監
督（
左
）

鎌
倉
学
園
陸
上
部
と
保
田
進
監
督（
左
）

グラウンドでトレーニンググラウンドでトレーニング

逗
子
市
・
延
命
寺

逗
子
市
・
延
命
寺 

愛
染
明
王
坐
像

愛
染
明
王
坐
像

題
字
は
建
長
寺
派
管
長　

吉
田　

正
道

題
字
は
建
長
寺
派
管
長　

吉
田　

正
道

（8888）

文　
　

永
井
宗
直

文　
　

永
井
宗
直

写
真　

原
田　

寛

写
真　

原
田　

寛

12月12月

鎌
学
が
駅
伝
県
大
会
で
優
勝

鎌
学
が
駅
伝
県
大
会
で
優
勝

12
月
の
全
国
大
会
に
出
場

英
語
版「
北
鎌
倉
名
刹
マ
ッ
プ
」

地
元
商
店
ら
が
ま
ち
の
魅
力
発
信
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